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2015	  年6月14日（日）熊本県菊池市　斑蛇口湖ボート場 	

　６月１２日（金）〜１4日（日）の３	

日に渡って行われた全日本ジュ

ニア大会。今年の女子シングル

スカルの参加者は７８名。大門さ

んは予選、準々決勝、準決勝を

順調に勝ち上がってきた。決勝で

はどんなレースをしてくれるのか、

見届けに熊本市菊池市のボート

場へ向かった。	

　レース前に、大門さんの指導者

重田先生とお話することができ

た。「５月の全日本軽量級選手

権大会では2位に12秒の差を付

けた。今日はジュニアのレースだ

し優勝は当然。どれだけの差を

つけるかだ、と本人に話してい

る」と厳しい言葉。周りからの期

待もありプレッシャーが気になる

ところだが「本人は、あまり気に

しないタイプ。そういうところにも

競技者に必要な器の大きさを感

じる」（重田先生）。	

ふとみると、大門さんは女子選

手と笑顔で談笑している。先生

が声を掛けてくれ、話しかけて調

子を尋ねると「大丈夫です、頑張

ります」と気負いなく答えてくれた。	

	

	

	

	

優勝を期待されるレース、プレッシャーはどの程度？	  

雄大な景色の斑蛇口湖ボート場 。
大分の高校から１時間のこの場所に、
大門さんもよく練習に来るそう	

地元テレビ局のカメラの前でも、の
びのびストレッチする大門さん	

ボートは、大門さんと	
コーチが二人で担いで湖に	

全国のジュニアが頂点を競う「全日本ジュニア選手権」	  

当日は大分のテレビク
ルーが大門さんに密着。
向けられるカメラの前で
も、のびのびストレッチ
する大門さん	



圧倒の優勝ゴール。誰ひとり、大門さんの背中を見られない！	  
ボートは、後ろ向きに
進むスポーツ競技	

遠くからでも、大門さん
のリードがわかった。周
りの応援も湧く！	

たぶん相当キツイはずだ
が、気持ち良さそうに進ん
で行く。水の重さを感じさ
せないオールさばき	

　定刻になり、いよいよ決勝が始

まった。何しろ２km先なので始め

の様子がわからずやきもきする

が、そのうち大門さんが先頭で現

れてきた。応援に駆けつけていた　

大門さんのご両親も「飛びだして　

いますね！」との明るい声。近づ　

くにつれ、２位の選手との差が	

	

	

開いて行く。堂々たる優勝だ。お

めでとうございます！	

２位の選手	



今日の優勝は明日へ繋がる。次は世界ジュニア選手権！	  

大会の結果、合計１３名が８月の	  
世界ジュニア選手権に選出された	

　表彰式の後に、大門さんがイン

タビューに答えてくれた。	

　「今日はスタートから飛び出し

ていいレースができたと思う。リ

オデジャネイロの世界ジュニア選

手権でもスタートから飛び出して、

A決勝（優勝戦）に行けるように

頑張ります！」	

　昨年は、ボートを始めてホヤホ

ヤ３ヶ月でこの大会に出た。	

　「いきなりC決勝（１０〜１５位決

定戦）まで進んで驚ろかされた

（重田先生）。」	

　この成長スピードは加速して、　

明日へと続く！応援がますます

楽しみだ。	

明るくインタビューに答えてくれた大
門さん。疲れた様子はゼロ	

全日本ジュニア選手権　大門さんの記録	  

レース後は
一人でボー
トを担ぐ・・
担げるんで
すね！？	

決勝は２位
と１３秒以
上の差	


